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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　弁体部を有する弁棒と、該弁棒が摺動自在に嵌挿された案内孔と前記弁体部が接離する
弁口が設けられた弁室とを有し、前記弁口より上流側に圧縮機から吐出圧力の冷媒を導入
するための吐出圧冷媒入口が設けられるとともに、前記弁口より下流側に前記圧縮機のク
ランク室に連通する冷媒出口が設けられた弁本体と、前記弁棒を弁口開閉方向に駆動する
ための電磁式アクチュエータと、前記圧縮機の吸入圧力に応動して前記弁棒を弁口開閉方
向に駆動する感圧応動部材と、を備え、
　前記案内孔の上部に小径孔部が設けられるとともに、前記弁棒の上部に前記小径孔部に
摺動自在に嵌挿される小径部が設けられ、前記弁棒に、前記冷媒出口における冷媒圧力を
、前記案内孔における前記小径孔部より下側の大径孔部と前記弁棒における前記小径部の
下側の大径部との間に形成される均圧用圧力導入室に導く均圧孔が形成されていることを
特徴とする可変容量型圧縮機用制御弁。
【請求項２】
　弁体部を有する弁棒と、該弁棒が摺動自在に嵌挿された案内孔と前記弁体部が接離する
弁口が設けられた弁室とを有し、前記弁口より上流側に圧縮機から吐出圧力の冷媒を導入
するための吐出圧冷媒入口が設けられるとともに、前記弁口より下流側に前記圧縮機のク
ランク室に連通する冷媒出口が設けられた弁本体と、コイル、該コイルの内周側に配在さ
れた円筒状のステータ、該ステータに固定された吸引子、及び前記吸引子の下方に上下方
向に摺動自在に配在されたプランジャ、を有する電磁式アクチュエータと、前記ステータ
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の内周側で前記吸引子より上方に形成されて前記圧縮機から吸入圧が導入される感圧室と
、該感圧室に配在された感圧応動部材と、該感圧応動部材と前記プランジャとの間に配在
された作動棒と、を備え、
　前記吸引子に前記プランジャが引き寄せられると、それに伴って前記弁体部が閉弁方向
に移動し、前記感圧応動部材により前記作動棒が下方に押動されると、それに伴って前記
弁体部が開弁方向に移動するようにされた可変容量型圧縮機用制御弁であって、前記案内
孔の上部に小径孔部が設けられるとともに、前記弁棒の上部に前記小径孔部に摺動自在に
嵌挿される小径部が設けられ、前記弁棒に、前記冷媒出口における冷媒圧力を、前記案内
孔における前記小径孔部より下側の大径孔部と前記弁棒における前記小径部の下側の大径
部との間に形成される均圧用圧力導入室に導く均圧孔が形成されていることを特徴とする
可変容量型圧縮機用制御弁。
【請求項３】
　前記弁棒における前記案内孔の大径孔部に摺接する部分の外周にリング状溝が形成され
ていることを特徴とする請求項１又は２に記載の可変容量型圧縮機用制御弁。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カーエアコン等に使用される可変容量型圧縮機用制御弁に係り、特に、他の
の制御弁との部品の共用化を図りながら大容量の圧縮機に適応可能とした可変容量型圧縮
機用制御弁に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、カーエアコン等に使用される可変容量型圧縮機用制御弁は、圧縮機のクランク
室内の圧力Ｐｃを調整すべく、圧縮機（の吐出室）から吐出圧力Ｐｄの冷媒が導入される
とともに、その吐出圧力Ｐｄの冷媒を絞ってクランク室へ導出するようにされ、このクラ
ンク室への導出量（絞り量）を、圧縮機の吸入圧力Ｐｓに応じて制御するようになってお
り、下記特許文献１等にも見られるように、電磁式アクチュエータ（ソレノイド）を用い
たものが種々提案ないし実用に供されている。
【０００３】
　かかる可変容量型圧縮機用制御弁の従来例を図３に示す。図示の制御弁５は、弁体部１
５ａを有する弁棒１５’と、弁体部１５ａが接離する弁座（弁口）２２が設けられた弁室
２１を有し、この弁室２１の外周部（弁座２２より上流側）に圧縮機から吐出圧力Ｐｄの
冷媒を導入するための複数のフィルタ２５Ａ付き吐出圧冷媒導入口２５が設けられるとと
もに、弁座２２の下方（下流側）に圧縮機のクランク室に連通する冷媒出口２６が設けら
れた弁本体２０’と、電磁式アクチュエータ３０と、を備える。
【０００４】
　電磁式アクチュエータ３０は、通電励磁用のコネクタ部３１を有するコイル３２、該コ
イル３２の内周側に配在された円筒状のステータ３３、該ステータ３３の下端部内周に圧
入固定された断面凹字状の吸引子３４、ステータ３３の下端部外周（段差部）にその上端
部がＴＩＧ溶接により接合された鍔状部３５ａ付きパイプ３５、吸引子３４の下方でパイ
プ３５の内周側に上下方向に摺動自在に配在されたプランジャ３７、及び、前記コイル３
２の外周を覆うように配在された有底穴付き円筒状のハウジング６０を備えている。
【０００５】
　また、前記ステータ３３の上部には、六角穴付きの調節ねじ６５が螺合せしめられ、ス
テータ３３の内周側における前記調節ねじ６５と吸引子３４との間には、圧縮機の吸入圧
力Ｐｓが導入される感圧室４５が形成され、この感圧室４５には感圧応動部材としての、
ベローズ４１、逆凸字状の上ストッパ４２、逆凹字状の下ストッパ４３、及び圧縮コイル
ばね４４からなるベローズ本体４０が配在され、さらに、ベローズ本体４０と吸引子３４
との間には、ベローズ本体４０を収縮させる方向（調節ねじ６５側に圧縮する方向）に付
勢する圧縮コイルばね４６が配在されている。また、ベローズ本体４０の下ストッパ４３
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（の逆凹部）とプランジャ３７（の凹部３７ｃ）との間には、前記吸引子３４を貫通する
段付きの作動棒１４が配在され、さらに、吸引子３４とプランジャ３７（の凹部３７ｂ）
との間には、プランジャ３７を介して弁棒１５’を下方（開弁方向）に付勢する圧縮コイ
ルばねからなる開弁ばね４７が配在されている。
【０００６】
　一方、前記弁本体２０’の上部中央には、プランジャ３７の最下降位置を規制するため
の凸状ストッパ部２８が突設され、この凸状ストッパ部２８を含む弁室上方の中央部分に
は、前記弁棒１５’が摺動自在に嵌挿された案内孔１９が形成されている。また、前記プ
ランジャ３７と弁本体２０’の上部外周（凸状ストッパ部２８外周）との間には、圧縮機
の吸入圧力の冷媒が導入される吸入圧冷媒導入室２３が形成されるとともに、その外周側
に複数個の吸入圧冷媒導入口２７が形成され、この吸入圧冷媒導入口２７から吸入圧冷媒
導入室２３に導入された吸入圧力Ｐｓの冷媒は、プランジャ３７の外周に形成された縦溝
３７ａ、３７ａ、…及び中央部に穿設された連通孔３７ｄや吸引子３４に形成された連通
孔３９等を介して前記感圧室４５に導入される。
【０００７】
　前記弁本体２０’の下部（冷媒出口２６）には、前記弁棒１５’を上方に付勢する円錐
状の圧縮コイルばねからなる閉弁ばね４８が配在されており、この閉弁ばね４８の付勢力
により、弁棒１５’の上端部は、常時プランジャ３７（の連通孔３７ｄ部分）に圧接する
ようにされている。
【０００８】
　また、弁本体２０’の上端部には、Ｏリング５７を介して前記パイプ３５の下端鍔状部
３５ａが乗せられ、この鍔状部３５ａと前記コイル３２との間には鍔状部５６ａ付き短円
筒状のパイプホルダ５６が介装され、それらの鍔状部３５ａ、５６ａが弁本体２０’の上
端外周かしめ部２９により共締め固定されている。また、パイプホルダ５６の上端部には
、前記ハウジング６０の穴付き底部６１が圧入固定され、ハウジング６０の上端部６２は
、前記コネクタ部３１の鍔状部３１ｃ上にかしめ固定され、ハウジング６０とコネクタ部
３１とコイル３２との間にはＯリング６６が介装されている。なお、コネクタ部３１の中
央下部には、前記調節ねじ６５の六角穴に嵌合せしめられる凸部３１ｂが突設された凹部
３１ａが形成されており、この凹部３１ａ内に前記ステータ３３及び調節ねじ６５の上部
が挿入されている。
【０００９】
　このような構成とされた制御弁５においては、コイル３２、ステータ３３及び吸引子３
４からなるソレノイド部が通電励磁されると、吸引子３４にプランジャ３７が引き寄せら
れ、これに伴い、弁棒１５’が閉弁ばね４８の付勢力により上方（閉弁方向）に移動せし
められる。一方、圧縮機から吸入圧導入口２７に導入された吸入圧力Ｐｓの冷媒は、導入
室２３からプランジャ３７の外周に形成された縦溝３７ａ、３７ａ、…や吸引子３９に形
成された連通孔３９等を介して前記感圧室４５に導入され、ベローズ本体４０（内部は真
空圧）は感圧室４５の圧力（吸入圧力Ｐｓ）に応じて伸縮変位（吸入圧力Ｐｓが高いと収
縮、低いと伸張）し、該変位が作動棒１４及びプランジャ３７を介して弁棒１５’に伝達
され、それによって、弁開度（弁座２２と弁体部１５ａとの間の実効通路断面積）が調整
される。すなわち、弁開度は、コイル３２、ステータ３３及び吸引子３４からなるソレノ
イド部によるプランジャ３７の吸引力と、ベローズ本体４０の付勢力と、開弁ばね４７及
び閉弁ばね４８による付勢力と、によって決定され、その弁開度に応じて、吐出圧冷媒導
入口２５から弁室２１に導入された吐出圧力Ｐｄの冷媒の出口２６側、つまりクランク室
への導出量（絞り量）が調整され、これによって、クランク室内の圧力（供給圧力）Ｐｃ
が制御される。
【特許文献１】特開平２００２－３０３２６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
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　ところで、本願発明者等は、コスト低減等のため、前記した可変容量型圧縮機用制御弁
５等の他の制御弁との部品の共用化を図りながら大容量の圧縮機にも適応可能とした制御
弁の開発を進めている。ところが、大容量の圧縮機に適応させるには、次のような解決す
べき課題がある。
【００１１】
　すなわち、大容量の圧縮機に適応させるには、弁口２２を大きくして冷媒出口２６から
圧縮機クランク室に供給される冷媒流量を増大させる必要があるが、このようになすと、
弁棒１５’（弁体部１５ａ）に作用する冷媒出口２６側の圧力（クランク室への供給圧力
Ｐｃ）が大きくなる。従来の制御弁５においては、前記供給圧力Ｐｃと前記吸入圧力Ｐｓ
（弁棒１５’の上端面に作用する）との差圧（Ｐｃ－Ｐｓ）は僅かであり、制御上は無視
できる程度であったが、大容量の圧縮機に適応させるべく弁口２２を大きくして冷媒流量
を増大させると、前記供給圧力Ｐｃと前記吸入圧力Ｐｓとの差圧に起因する影響が大きく
なり、電磁式アクチュエータ３０や感圧応動部材４０の仕様等が同じである（共用化する
）と、この差圧により弁棒１５’（弁体部１５ａ）が上方（閉方向）に押し上げられるこ
とになり、制御に悪影響を及ぼす。
【００１２】
　また、前記した如くの制御弁５にあっては、吐出圧冷媒入口２５から弁室２１に導入さ
れる冷媒の圧力（吐出圧力Ｐｄ）は、吸入圧冷媒導入室２３の冷媒の圧力（吸入圧力Ｐｓ
）より高いので、弁室２１に導入された冷媒の一部は、弁棒１５’と案内孔１９の摺接面
間を通って吸入圧冷媒導入室２３に洩れるが、このＰｄ→Ｐｓ洩れ量が多くなる程、制御
に悪影響を及ぼすことになるので、前記Ｐｄ→Ｐｓ洩れ量を可及的に少なくすることが望
まれる。
【００１３】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、他の制御弁と
の部品の共用化を図りながら大容量の圧縮機にも適応可能とした可変容量型圧縮機用制御
弁を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記の目的を達成すべく、本発明に係る可変容量型圧縮機用制御弁は、基本的には、弁
体部を有する弁棒と、該弁棒が摺動自在に嵌挿された案内孔と前記弁体部が接離する弁口
が設けられた弁室とを有し、前記弁口より上流側に圧縮機から吐出圧力の冷媒を導入する
ための吐出圧冷媒入口が設けられるとともに、前記弁口より下流側に前記圧縮機のクラン
ク室に連通する冷媒出口が設けられた弁本体と、前記弁棒を弁口開閉方向に駆動するため
の電磁式アクチュエータと、前記圧縮機の吸入圧力に応動して前記弁棒を弁口開閉方向に
駆動する感圧応動部材と、を備える。
【００１５】
　そして、前記案内孔の上部に小径孔部が設けられるとともに、前記弁棒の上部に前記小
径孔部に摺動自在に嵌挿される小径部が設けられ、前記弁棒に、前記冷媒出口における冷
媒圧力を、前記案内孔における前記小径孔部より下側の大径孔部と前記弁棒における前記
小径部の下側の大径部との間に形成される均圧用圧力導入室に導く均圧孔が形成されてい
ることを特徴としている。
【００１６】
　より具体的な好ましい態様では、弁体部を有する弁棒と、該弁棒が摺動自在に嵌挿され
た案内孔と前記弁体部が接離する弁口が設けられた弁室とを有し、前記弁口より上流側に
圧縮機から吐出圧力の冷媒を導入するための吐出圧冷媒入口が設けられるとともに、前記
弁口より下流側に前記圧縮機のクランク室に連通する冷媒出口が設けられた弁本体と、コ
イル、該コイルの内周側に配在された円筒状のステータ、該ステータに固定された吸引子
、及び前記吸引子の下方に上下方向に摺動自在に配在されたプランジャ、を有する電磁式
アクチュエータと、前記ステータの内周側で前記吸引子より上方に形成されて前記圧縮機
から吸入圧が導入される感圧室と、該感圧室に配在された感圧応動部材と、該感圧応動部
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材と前記プランジャとの間に配在された作動棒と、を備え、前記吸引子に前記プランジャ
が引き寄せられると、それに伴って前記弁体部が閉弁方向に移動し、前記感圧応動部材に
より前記作動棒が下方に押動されると、それに伴って前記弁体部が開弁方向に移動するよ
うにされ、前記案内孔の上部に小径孔部が設けられるとともに、前記弁棒の上部に前記小
径孔部に摺動自在に嵌挿される小径部が設けられ、前記弁棒に、前記冷媒出口における冷
媒圧力を、前記案内孔における前記小径孔部より下側の大径孔部と前記弁棒における前記
小径部の下側の大径部との間に形成される均圧用圧力導入室に導く均圧孔が形成される。
【００１７】
　好ましい態様では、前記弁棒における前記案内孔の大径孔部に摺接する部分の外周にリ
ング状溝が形成される。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る可変容量型圧縮機用制御弁では、弁棒の弁体部に作用する冷媒出口側の圧
力（クランク室への供給圧力Ｐｃ）は、弁棒に形成された均圧孔を介して均圧用圧力導入
室に導かれ、前記弁棒を押し下げる方向、つまり、前記供給圧力Ｐｃと前記吸入圧力Ｐｓ
との差圧を小さく（キャンセル）する方向に働く。このため、大容量の圧縮機に適応させ
るべく弁口を大きくして冷媒流量を増大させても、前記供給圧力Ｐｃと前記吸入圧力Ｐｓ
との差圧によって弁棒（弁体部）が上方（閉方向）に押し上げられることはなくなり、制
御上の問題が解消される。その結果、他の制御弁との部品の共用化を図りながら大容量の
圧縮機に適応可能な制御弁を提供できる。
【００１９】
　また、吐出圧冷媒入口から弁室に導入された冷媒の一部は、弁棒と案内孔の摺接面間を
通って前記均圧用圧力導入室に導かれ、ここから前記均圧孔を介して冷媒出口に導出され
る。言い換えれば、従来の制御弁における吐出圧力Ｐｄ→吸入圧力Ｐｓへの洩れはほとん
ど発生することなく、吐出圧力Ｐｄは供給圧力Ｐｃ側に抜けるので、制御には悪影響を及
ぼさなくなり、その結果、制御精度の向上等が図られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の可変容量型圧縮機用制御弁の実施形態を図面を参照しながら説明する。
【００２１】
　図１は、本発明に係る可変容量型圧縮機用制御弁の一実施形態を示す縦断面図である。
【００２２】
　図１に示される可変容量型圧縮機用制御弁１は、前述した図３に示される従来例の可変
容量型圧縮機用制御弁５における電磁式アクチュエータ３０や感圧応動部材（ベローズ本
体）４０等の部品の共用化を図りながら大容量の圧縮機に適応可能としたもので、以下に
おいては、図３に示される従来例の可変容量型圧縮機用制御弁５の各部に対応する部分に
は同一の符号を付して、相違点を重点的に説明する。
【００２３】
　図示の制御弁１は、断面十字形ないしＴ字形の弁体部１５ａを有する弁棒１５（後で詳
述）と、弁体部１５ａが接離する弁座（弁口）２２が設けられた弁室２１を有し、この弁
室２１の外周部（弁座２２より上流側）に圧縮機から吐出圧力Ｐｄの冷媒を導入するため
の複数の吐出圧冷媒導入口２５が設けられるとともに、弁座２２の下方（下流側）に圧縮
機のクランク室に連通する冷媒出口２６が設けられた弁本体２０と、電磁式アクチュエー
タ３０と、を備える。
【００２４】
　電磁式アクチュエータ３０は、通電励磁用のコネクタ部３１を有する電磁コイル３２、
該コイル３２の内周側に配在された段付き円筒状のステータ３３、該ステータ３３の下端
部内周に圧入固定された断面凹字状の吸引子３４、この吸引子３４の下方でガイドパイプ
３５の内周側に上下方向に摺動自在に配在されたプランジャ３７、ステータ３３の下端部
外周にその上端部内周がろう付けにより連結固定された、プランジャ３７ガイド用の円筒
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形のガイドパイプ３５、前記コイル３２の外周を覆うように配在された段付き円筒状のハ
ウジング６０、及び、弁本体２０の上端部とコイル３２との間に配在された短円筒状のホ
ルダ５０、を備えている。
【００２５】
　ホルダ５０の内周には、前記パイプ３５の下端部が内嵌されてろう付けにより連結固定
され、また、ホルダ５０の外周には、ハウジング６０の下部小径部６１が圧入されている
。ハウジング６０の上端部６２は、前記コイル３２の上端部付近にかしめ固定されている
。ホルダ５０の下部には、弁本体２０の上部外周に外嵌される薄肉鍔付き円筒部５０ａが
設けられ、この薄肉鍔付き円筒部５０ａをピールかしめ加工することにより弁本体２０に
ホルダ５０が固定されている。
【００２６】
　また、前記ステータ３３の上部には、六角穴付きの調節ねじ６５が螺合せしめられ、ス
テータ３３の内周側における前記調節ねじ６５と吸引子３４との間には、圧縮機の吸入圧
力Ｐｓが導入される感圧室４５が形成され、この感圧室４５には感圧応動部材としての、
ベローズ４１、逆凸字状の上ストッパ４２、逆凹字状の下ストッパ４３、及び圧縮コイル
ばね４４からなるベローズ本体４０が配在され、さらに、ベローズ本体４０と吸引子３４
との間には、ベローズ本体４０を収縮させる方向（調節ねじ６５側に圧縮する方向）に付
勢する圧縮コイルばね４６が配在されている。また、ベローズ本体４０の下ストッパ４３
（の逆凹部）とプランジャ３７（の凹部３７ｃ）との間には、前記吸引子３４を貫通する
段付きの作動棒１４が配在され、さらに、吸引子３４とプランジャ３７（の凹部３７ｂ）
との間には、プランジャ３７を介して弁棒１５を下方（開弁方向）に付勢する圧縮コイル
ばねからなる開弁ばね４７が配在されている。
【００２７】
　一方、前記弁本体２０の上部中央には、プランジャ３７の最下降位置を規制するための
凸状ストッパ部２８が突設され、この凸状ストッパ部２８を含む弁室上方の中央部分には
、前記弁棒１５が摺動自在に嵌挿された案内孔１９（後で詳述）が形成されている。また
、前記プランジャ３７と弁本体２０の上部外周（凸状ストッパ部２８外周）との間には、
圧縮機の吸入圧力Ｐｓの冷媒が導入される吸入圧冷媒導入室２３が形成されるとともに、
その外周側に複数個の吸入圧冷媒導入口２７が形成され、この入口２７から導入室２３に
導入された吸入圧力Ｐｓは、プランジャ３７の外周に形成された縦溝３７ａ、３７ａ、…
及び中央部に穿設された連通孔３７ｄや吸引子３４に形成された連通孔３９等を介して前
記感圧室４５に導入されるとともに、前記弁棒１５の上端面にも作用する。
【００２８】
　また、前記弁本体２０の最下部に設けられた冷媒出口２６内には、前記弁棒１５を上方
に付勢してその上端部をプランジャ３７（の連通孔３７ｄ部分）に押し付ける円錐状の圧
縮コイルばねからなる閉弁ばね４８が配在されている。
【００２９】
　そして、本実施形態の制御弁１においては、大容量の圧縮機に適応させるべく、前記弁
口２２、弁棒１５、及び案内孔１０の径が、前述した図３に示される制御弁５のものより
大きく（太く）されており、図１に加えて図２（部分拡大図）を参照すればよくわかるよ
うに、前記案内孔１９の上部に小径孔部１９ｂが設けられるとともに、前記弁棒１５の上
部に前記小径孔部１９ｂに摺動自在に嵌挿される小径部１５ｂが設けられ、前記弁棒１５
に、前記冷媒出口２６における冷媒圧力Ｐｃを、前記案内孔１９における前記小径孔部１
９ｂより下側の大径孔部１９Ａと前記弁棒１５における前記小径部１５ｂの下側の大径部
１５Ａとの間に形成される均圧用圧力導入室５２に導く均圧孔５１が形成されている。こ
の均圧孔５１は、弁棒１５の中央部を貫通するように、その下端から前記小径部１５ｂの
手前まで伸びており、その上端部に前記均圧用圧力導入室５２に開口する複数本の横穴を
備える。また、弁棒１５の大径部１９Ａにおける案内孔１９に摺接する部分（下端近く）
の外周には、３本のリング状溝１５ｃが形成されている。
【００３０】
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　このような構成とされた制御弁１においては、コイル３２、ステータ３３及び吸引子３
４からなるソレノイド部が通電励磁されると、吸引子３４にプランジャ３７が引き寄せら
れ、これに伴い、弁棒１５が閉弁ばね４８の付勢力により上方（閉弁方向）に移動せしめ
られる。一方、圧縮機から吸入圧導入口２７に導入された吸入圧力Ｐｓの冷媒は、導入室
２３からプランジャ３７の外周に形成された縦溝３７ａ、３７ａ、…や吸引子３９に形成
された連通孔３９等を介して前記感圧室４５に導入され、ベローズ本体４０（内部は真空
圧）は感圧室４５の圧力（吸入圧力Ｐｓ）に応じて伸縮変位（吸入圧力Ｐｓが高いと収縮
、低いと伸張）し、該変位が作動棒１４及びプランジャ３７を介して弁棒１５に伝達され
、それによって、弁開度（弁口２２と弁体部１５ａとの間の実効通路断面積）が調整され
る。すなわち、弁開度は、コイル３２、ステータ３３及び吸引子３４からなるソレノイド
部によるプランジャ３７の吸引力と、ベローズ本体４０の付勢力と、開弁ばね４７及び閉
弁ばね４８による付勢力と、によって決定され、その弁開度に応じて、吐出圧冷媒導入口
２５から弁室２１に導入された吐出圧力Ｐｄの冷媒出口２６側、つまりクランク室への導
出量（絞り量）が調整され、これによって、クランク室内の圧力（供給圧力）Ｐｃが制御
される。
【００３１】
　そして、本実施形態の可変容量型圧縮機用制御弁１では、弁棒１５の弁体部１５ａに作
用する冷媒出口側の圧力（クランク室への供給圧力Ｐｃ）は、弁棒１５に形成された均圧
孔５１を介して均圧用圧力導入室５２に導かれ、前記弁棒１５を押し下げる方向、つまり
、前記供給圧力Ｐｃと前記吸入圧力Ｐｓとの差圧を小さく（キャンセル）する方向に働く
。このため、大容量の圧縮機に適応させるべく弁口２２を大きくして冷媒流量を増大させ
ても、前記供給圧力Ｐｃと前記吸入圧力Ｐｓとの差圧によって弁棒（弁体部）が上方（閉
方向）に押し上げられることはなくなり、制御上の問題が解消される。その結果、他の制
御弁との部品の共用化を図りながら大容量の圧縮機に適応可能な制御弁を提供できる。
【００３２】
　また、吐出圧冷媒入口２５から弁室２１に導入された冷媒の一部は、弁棒１５の大径部
１５Ａと大径孔部１９Ａの摺接面間を通って前記均圧用圧力導入室５２に導かれ、ここか
ら前記均圧孔５１を介して冷媒出口２６に導出される。言い換えれば、従来の制御弁にお
ける吐出圧力Ｐｄ→吸入圧力Ｐｓへの洩れはほとんど発生することなく、吐出圧力Ｐｄは
供給圧力Ｐｃ側に抜けるので、制御には悪影響を及ぼさなくなり、その結果、制御精度の
向上等が図られる。
【００３３】
　また、弁棒１５にリング状溝１５ｃが形成されていることから、該リング状溝１５ｃに
よるラビリンス効果によって、吐出圧力Ｐｄ→供給圧力Ｐｃへの洩れも低減されるととも
に、リング状溝１５ｃにより、弁棒１５と案内孔１９の摺接面間に侵入する微小異物が捕
捉されるので、微小異物が弁棒１５と案内孔１９の摺接面間に詰まり難くなり、弁棒１５
が作動不良、例えば、プランジャ３７が吸引子３４に引き寄せられても、弁棒１５が上方
に移動せず置き去りにされるような事態等を引き起こし難くなる等の効果も得られる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明に係る可変容量型圧縮機用制御弁の一実施形態を示す縦断面図。
【図２】図１に示される制御弁の要部の拡大縦断面図。
【図３】従来の可変容量型圧縮機用制御弁の一例を示す縦断面図。
【符号の説明】
【００３５】
１　　　可変容量型圧縮機用制御弁
１４　　作動棒
１５　　弁棒
１５Ａ　大径部
１５ａ　弁体部



(8) JP 4504243 B2 2010.7.14

10

20

１５ｂ　小径部
１５ｃ　リング状溝
１９　　案内孔
１９Ａ　大径部
１９ｂ　小径孔部
２０　　弁本体
２１　　弁室
２２　　弁口
２３　　吸入圧冷媒導入室
２５　　吐出圧冷媒導入口
２６　　冷媒出口
２７　　吸入圧冷媒導入口
３０　　電磁式アクチュエータ
３２　　コイル
３３　　ステータ
３４　　吸引子
３５　　パイプ
３７　　プランジャ
４０　　ベローズ本体
４５　　感圧室
４７　　開弁ばね
４８　　閉弁ばね
５１　　均圧孔
５２　　均圧用圧力導入室

【図１】 【図２】



(9) JP 4504243 B2 2010.7.14

【図３】



(10) JP 4504243 B2 2010.7.14

10

フロントページの続き

    審査官  笹木　俊男

(56)参考文献  特開２００２－３０３２６２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平４－７３４７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３２４８８２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－３４９２７８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ０４Ｂ　　２７／１４　　　　
              Ｆ０４Ｂ　　４９／０６
              Ｆ１６Ｋ　　３１／０６　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

